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面接等では人の話を聴いて理解する能力、具体的に質問できる能力や、高校で取り組んできた科目・課外活動、専門職を目指す
動機や目標、課題等について、自分の言葉で述べる力を評価します。また、課題では資料の読解力や文章での表現力・要約する
能力、および語彙や構成などを評価します。

医療保健学部のAO入試では下記のように評価します。

看護学科では、看護学教育の核である人間理解に向けてあらゆる方向から学びます。人間の形態機能、
疾病の成り立ち、疾病の回復促進、保健学など専門基礎科目を基にして看護ケアや医療サービスの方
法を構築していくことを特長としています。
看護は、人体の構造やその働き、自然の生態や社会生活についての基本的な知識、看護ケアを提供する
ために豊かな人間性や保健医療に対する強い関心が求められます。その基礎学力は、大学で学ぶため
の基本的な国語力（読解力や表現力）に加え生物や化学の分野です。また、看護ケアを提供するための
方法論には数学、物理などの分野が重要になります。さらに、国際色豊かな地域で活躍するために
は英語力も必要となります。特別な科目ではなく高等学校での科目が基礎になり、そこでしっかり学
んでいるかを評価します。

● 入学者選抜の基本方針

看護学科では、医療保健の高度化・専門化・複雑化・多様化に伴い、社会が求める看護に生涯にわたっ
て対応し、活躍できる人材の基盤を養います。そのためには、自らの職業に対する心構えを持ち、様々
な状況にある人々の生活に関心を払い、また、自らの日常生活に対しても、自立的に整えられる人を求
めています。

● 求める学生像

看 護 学 科

栄養学科では、「食と健康」について高度な専門的知識・技術を修得するとともに、科学的な根拠に基
づいた栄養情報を対象者にわかりやすく表現・伝達するコミュニケーション技術を身につけることで、
人間理解に基づいた「人間栄養学」の実践力を高めていきます。
保健医療の専門家としての管理栄養士の実践力を高めるためには、「栄養の科学」・「食品の科学」・「人
体の科学」を総合的・体系的に学修する必要があり、その基礎となる化学や生物、数学などをしっかり
と学んでおくことは重要です。また、広い視野を持ち、他者と豊かなコミュニケーションを構築するた
めの国語力や英語力も求められます。

● 入学者選抜の基本方針

栄養学科では、広い視野と高度な専門的知識・技術を持った質の高い管理栄養士の養成を基本的視点と
し、保健医療サービスの担い手として地域や国際社会で活躍できる人材の育成をめざしています。「食
と健康」に探求心を持ち、様々な問題に対して柔軟に対応できる豊かな感性と人間愛に満ちた、人々の
健康増進のために役立ちたいと希望する人を求めています。

● 求める学生像

栄 養 学 科

医療保健学部では、社会に出て役立つ人間の育成という建学の精神のもと、医療保健分野で幅広い知識
と確かな技術をもつ、対応力に優れた専門職を育成することをめざしています。そのため、自ら学び、
考え、判断し、責任ある行動をとれる人材を求めています。

求める学生像

桐生大学・桐生大学短期大学部のAO入試は、受験を考えている皆さんと本学がお互いに理解を深めることで、学力以外の部分
においても多面的な評価を実施させていただく試験方法です。

AO入試とは

アドミッションポリシー（桐生大学  医療保健学部）
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書類では高校での学習の成果、課題ではテーマの内容を理解し、それを的確に表現できる力、面接では希望する分野の学習に対
して積極的に取り組もうとする姿勢と、まわりの人達との協調性やコミュニケーション能力について評価します。

アート・デザイン学科のAO入試では下記のように評価します。

書類では高校での学習の成果を、課題や面接では専門分野に積極的に取り組もうという意欲、まわりとのコミュニケーションを
深めながら協調して学習に取り組む姿勢や社会的活動を評価します。

生活科学科のAO入試では下記のように評価します。

生活科学科では、栄養や健康について食の視点から科学的に解明でき、さらには地域社会でリーダーシッ
プを発揮できるような基礎的教養の修得を重要視し、実践力のある魅力的な職業人としての栄養士の
養成を目指します。
そのため食品や栄養、人体に関する講義や実習、そして様々な活動を通して実践力を身につけていくの
が特長です。
それらの学習には基礎的な学力やコミュニケーション能力が必要であり、そのためには、「読む・書く・
話す」の基本となる国語力等が不可欠となります。また、栄養学などの科目では生物をはじめとした理
科の知識を基礎としていますので、これらのことを学ぼうとする意欲が、生活科学科での学修をより充
実したものにします。

● 入学者選抜の基本方針

私たちの生活を身近な問題から、グローバルなテーマに至るまで幅広く研究し、実践を重視して「健康」
 栄養」の分野で活躍できる人材を育成します。その観点から生活を取り巻く諸問題に幅広い関心を持
ち、主体的に研究できる意欲のある人材を求めています。

● 求める学生像

生 活 科 学 科

入学試験では、基礎的能力と本学への進学意欲・アート・デザイン分野への適性が主な評価の観点とな
ります。
基礎的能力とは、高等学校での学習成果全般が対象となっており、短期大学での学習に共通して必要と
なる基礎的な力を示します。具体的には、各必履修教科への習熟状況や出欠席数、課外活動への取り組
み状況等が挙げられます。進学意欲とは、アート・デザイン分野や本学の教育環境に対する理解と関心
を示し、適性とは、アート・デザイン分野の学びに対応する能力（描写力、発想力等）を示します。進学
意欲の向上と適性の獲得に有用な事として、高等学校における芸術教科、あるいは創造的な課外活動へ
の積極的な取り組みを、一例として挙げることができます。

● 入学者選抜の基本方針

アート・デザイン学科では、幅広い知識と視野の獲得、自らの関心に基づいて創作活動へ取り組むこと
ができる力の育成、物事に対する洞察力を基礎とした創意あふれる表現力の探究を重視し、社会に貢献
できる人材の育成を行っています。そのため、知識・技術の習得について努力を継続し、創作活動に対
する目標を明確に持ち、興味のある分野を深く探究できる人を求めています。

● 求める学生像

アート・デザイン
学 科

  社会に出て役立つ人間の育成」の建学の精神のもと、専門知識・技術を身につけ、スペシャリストとし
て社会で活躍できる人、リーダーシップをとれる人の育成を目指しています。自主性・積極性のある人、
自らの可能性を信じて行動できる人を求めています。

求める学生像

アドミッションポリシー（桐生大学短期大学部）

「

「
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桐生大学医療保健学部および桐生大学短期大学部では、本学のオープンキャンパス等で入試説明（求める学生像の説明）を受
けることで、学部・学科教育への意欲と適正、本学への関心の有無を確認します。試験では面接や書類審査、課題の内容など
をもとに最終的な入学適正の有無や意思確認を行います。エントリー時にはエントリー料や入学検定料は必要ありません。
入学検定料は出願登録時に納入してください。

実施方法の概要

6月15日(土)～9月5日(木)

6月15日(土)～12月5日(木)

6月15日(土)～1月31日(金)

6月15日(土)～3月9日(月)

8月1日(木)～9月5日(木)

11月22日(金)～12月5日(木)

1月10日(金)～1月31日(金)

2月12日(水)～3月9日(月)

9月27日(金)～10月11日(金)

12月20日(金)～1月10日(金)

2月15日(土)～2月25日(火)

3月20日(金)～3月27日(金)

9月10日(火)

12月11日(水)

2月6日(木)

3月13日(金)

9月26日(木)

12月19日(木)

2月14日(金)

3月19日(木)

桐生大学 桐生大学
短期大学部 エントリー期間 出願期間 試験日 合格発表日 入学手続期間

前期 Ⅰ期

Ⅱ期後期

Ⅲ期

Ⅳ期

アート・デザイン学科生活科学科

Ⅰ期 5名程度 8名程度

Ⅱ期 若干名

若干名 若干名 若干名 若干名

課題提出型 地域貢献型 特定分野
卓越型 課題提出型 地域貢献型 特定分野

卓越型

若干名

Ⅲ期 若干名 若干名

Ⅳ期 若干名 若干名

桐生大学短期大学部

7名程度 5名程度

若干名 若干名後期

前期

栄養学科看護学科

桐生大学  医療保健学部

◎ 募集定員/試験日程

・高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者。または2020年3月卒業見込みの者。
・学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等程度の学力があると認められる者、もしくは
　2020年3月31日までにそれに該当する見込みの者。（高等学校卒業程度認定試験合格者等）
・本学のオープンキャンパス等で求める学生像（アドミッションポリシー）の説明を受けている者。

桐生大学短期大学部の地域貢献型、特定分野卓越型は、上記の条件に加え下記の条件も満たしていること。

＜地域貢献型＞
・以下の地域に在住もしくは以下の地域にある高校に在籍している者、または卒業後以下の地域の発展に貢献する意志の
　ある者。

・地域貢献に意欲を有し、入学後に各学科の地域貢献事業に積極的に参加する意志がある者。

＜特定分野卓越型＞
・科学や芸術、食に関わる特定の分野で卓越した能力を磨いてきた者。
・卒業後、特定分野での活躍を強く希望する者。

※詳細は必ず2020年度学生募集要項で確認してください◎ エントリー・出願資格

群馬県の東毛地域（桐生市・太田市・館林市・みどり市・邑楽郡）
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◎ AO入試の流れ

下記日程のオープンキャンパスに参加して、本学が求める学生像（アドミッションポリシー）の説明を受けて
ください。

上記のオープンキャンパスに参加できない場合は、個別見学も受け付けています。（要事前予約）

オープンキャンパス2019
6/15(土) ｜ 7/20(土) ｜ 8/4(日) ｜ 8/24(土) ｜ 9/28(土)

STEP １ オープンキャンパス等への参加

市販の封筒を用意し、エントリーシート（所定の書式）をエントリー期間内（必着）に下記住所に送付してください。
※出願期間内であれば出願書類・課題と同時に提出することも可能です。
※エントリー料はかかりません。

※出願書類で得られた個人情報は、入試に関する事、個人が特定できない形での調査、研究及び入学者に対しての入学後の
　事務処理に利用し、それ以外の目的での利用や第三者への情報提供はしません。

〒379-2392 群馬県みどり市笠懸町阿左美606-7
桐生大学・桐生大学短期大学部　入試広報係宛
TEL : 0277-48-9107（入試広報係直通）

STEP ２ エントリーシートの提出

① 本学ホームページより出願登録サイトへ進み、出願登録をしてください。
     ※出願登録方法は、インターネット出願ガイドで確認してください。
     ※出願登録時に入学検定料の納入が必要です。

② 出願書類と課題（P.６～８参照）を郵送してください。
     ※出願書類は2020年度学生募集要項で確認してください。

STEP ３ 出願

STEP ４ 入学試験

試験科目

グループディスカッション プレゼンテーション

（書類審査・課題評価     ）

面接桐  生  大  学
医療保健学部

後期前期

（書類審査・課題評価     ）

面接
桐  生  大  学
短期大学部

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

※1

※3

※4

※3

※4

※2
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※1 グループディスカッション（桐生大学  医療保健学部  前期のみ）
提出課題に関連した内容について、グループディスカッションを行います。与えられたテーマを理解し、他の人の
意見を踏まえ、自分の考えを相手にわかりやすく伝えることが大切です。したがって、ディスカッションでは論理的
思考力、積極性、コミュニケーション力などが評価の重要な要素となります。

＜グループディスカッションの流れ＞
　　説明（テーマの提示：20分程度）▶ 論点整理（ワークシートの整理：15分）▶ ディスカッション（40分）

※2 プレゼンテーション（桐生大学  医療保健学部  後期のみ）
提出課題でまとめたことについて、プレゼンテーションを行います。与えられたテーマを理解し、要点を分り易く
資料にまとめ、発表することが大切です。したがって、プレゼンテーションにおける内容の分かり易さ、表現力、対
応力などが評価の重要な要素となります。

＜プレゼンテーションの流れ＞
　　プレゼンテーション：1人10分、その後質疑応答5分
　　○ 当日利用できる資料：
　　　・Microsoft PowerPoint（コンピュータは大学側で用意します。データをUSBメモリやCD-R、DVD-Rで持参してください。）
　　　・ポスター（様式、大きさは自由。ホワイトボードに掲示するためのマグネット10個までは大学側で用意します。）
　　　・配布資料（様式、大きさは自由。3部以上用意してください。）
　　　・発表原稿の持ち込みは許可します。

※3 面接
エントリー時に提出したエントリーシートと出願書類が面接の主な資料となります。そのため、エントリーシート
に高校で取り組んできた科目・課外活動、志望動機等が具体的に記載されているかどうか、またそれらとアドミッ
ションポリシーの関連性が明確に述べられているかどうかが大切です。面接では、それらに基づいて志望動機や自
分の意見を面接官にわかりやすく伝えることが重要となります。
※例えば、課外活動では、具体例のような資格や検定試験への取り組み、それによって得た成果等は明確なアピール
ポイントとなります。

具体例：資格や検定試験

※4 課題
＜桐生大学  医療保健学部  看護学科／栄養学科 共通＞
　　与えられたテーマを理解し、それに基づいて自分で調べ、採点者に伝わるようにまとめられているかが重要です。
　　したがって、文章作成の技術の他、情報収集能力や理解力等が評価の重要な要素となります。

＜桐生大学短期大学部＞
　　【課題提出型】
　　　　　● 生活科学科
　　　　　　　　与えられたテーマを理解し、それに基づいて自分で調べ、採点者に伝わるようにまとめられてい
　　　　　　　　るかが重要です。したがって、文章作成の技術の他、情報収集能力や理解力等が評価の重要な要
　　　　　　　　素となります。

　　　　　● アート・デザイン学科
　　　　　　　　与えられたテーマを的確に捉えて表現されているかどうかが大切です。したがって、構図の決め
　　　　　　　　方の他、しっかり作り込まれた作品であることが評価の重要な要素となります。

　　【地域貢献型】（生活科学科／アート・デザイン学科 共通）
　　　　　地域貢献に関する熱意や情熱、思い描く構想を採点者に伝わるようにまとめられているかが重要です。
　　　　　文章作成の技術の他、計画性や発想力が評価の重要な要素となります。

　　【特定分野卓越型】（生活科学科／アート・デザイン学科 共通）
　　　　　自分自身のこれまでの実績が重要となります。より具体的に記載されていることが評価の重要な要素と
　　　　　なります。

◎ AO入試の流れ

STEP ５ 合格発表

実用英語検定、TOEFL、TOEIC、日本漢字能力検定、情報処理技能検定試験、実用数学技能検定等

５



※ 400字詰原稿用紙を使用し、800字程度・直筆で作成してください。（所定の用紙）
  （パソコンにより作成し、プリントアウトしたものは受け付けません。）

※ 参考にした書籍名やインターネットのページ名を必ず記載すること。（所定の用紙）
　 例）書籍の場合／桐生太郎：みどり大学の歴史．桐生出版．2014
　　　 ホームページの場合／笠懸はなこ：”アドミッションポリシーとは”．みどり大学．2013-8-1．
　　　　　　　　　　　　　 http://www.midorixx-u.ac.jp/xxx/zzz.html（参照2015-7-1）
　　　 新聞記事の場合／桐緑新聞：「みどり大学の社会貢献」．2015年7月1日朝刊．p.20

 

2019年4月に「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が施行されました。
これまでの日本における働き方の問題点を調べ、周りの人々の生活を振り返り、わたしたちがより健康で長い期間
働き続けるためには、健康面・労働面でどのような工夫や努力が必要か、あなたの考えを述べなさい。

【前期】

＜看護学科・栄養学科共通＞

人々が健康でいきいきとした生活を長くおくるために、健康寿命を延ばすことが課題となっています。
そこで国やあなたの住んでいる地方自治体ではどのような対策が行われているかを調べ、個人でどのような努力が
必要であるか、あなたの考えを述べなさい。

【後期】

課題及び注意事項（桐生大学 医療保健学部）

◎課題

◎注意事項

6



 

  

＜生活科学科＞

【課題提出型】

【地域貢献型】

【特定分野卓越型】

課題及び注意事項（桐生大学短期大学部）

Ⅰ～Ⅳ期（共通）

以下の2つの課題A・Bから1つを選び作成してください。

　A：高齢者に対して食生活が及ぼす影響について調べ、あなたの考えをまとめなさい。

　B：食物アレルギーについて身近な事例を取り上げ、栄養士としての役割についてあなたの考えをまとめなさい。

地域貢献活動に参加する重要性について述べなさい。また、今まで実施した地域貢献活動について、あるいは今後取り
組みたい地域貢献活動について、文章や図、写真などを交えて自由にまとめなさい。（枚数は自由）

特定の分野に関する活動実績について述べなさい。また、特定の分野での能力を活かした取り組みや今後の目標につい
て、文章や図、写真などを交えて自由にまとめなさい。（枚数は自由）

◎課題

◎注意事項

【課題提出型】
※ 400字詰原稿用紙を使用し、800字程度・直筆で作成してください。選択した課題に○をつけてください。（所定の用紙）
  （パソコンにより作成し、プリントアウトしたものは受け付けません。）

※ 参考にした書籍名やインターネットのページ名を必ず記載すること。（所定の用紙）
　 例）書籍の場合／桐生太郎：みどり大学の歴史．桐生出版．2014
　　　 ホームページの場合／笠懸はなこ：”アドミッションポリシーとは”．みどり大学．2013-8-1．
　　　　　　　　　　　　　 http://www.midorixx-u.ac.jp/xxx/zzz.html（参照2015-7-1）
　　　 新聞記事の場合／桐緑新聞：「みどり大学の社会貢献」．2015年7月1日朝刊．p.20

【地域貢献型／特定分野卓越型】
※ 直筆で作成してください。（図、写真は除く。）　（所定の用紙）
※ 写真を貼付する場合は、はがれないようにしっかり貼付けてください。
※ ページ中央下にページ数を書いてください。（例：1/4）

７



以下の「イラスト」または「鉛筆デッサン」の2課題から、どちらか1課題を選択して制作してください。

　● イラスト：テーマ「私の大切なもの」

　● 鉛筆デッサン：モチーフ「透明なグラスを持った手」
　　　　　　　　　　　　　　※手は自身の手を描くこと。また、描く範囲は手首から上とする。

◎課題

◎注意事項

＜アート・デザイン学科＞

【課題提出型】

Ⅰ～Ⅳ期（共通）

【課題提出型】
● 共通注意事項
　　・制作時間は３時間以上かけていることが望ましい。
　　・作品の裏面右下に、所属学校名、氏名を記入すること。

● イラストの注意事項
　　・サイズ：A4（平面作品）縦・横自由。
　　・技法：手描き、CG等自由。
　　・作品の裏面に200文字程度の作品に関する説明文を記入すること。（文章は評価の対象としないが、簡潔に書くこと。）
　　・手描きの場合：ケント紙又は画用紙に制作。画材は自由。
　　・CGの場合：A4サイズに印刷したものを提出。ソフトウェア等は自由。

● 鉛筆デッサンの注意事項
　　・サイズ：A4の画用紙、又はケント紙。縦・横自由。（鉛筆使用）

【地域貢献型／特定分野卓越型】
※ 直筆で作成してください。（図、写真は除く。）　（所定の用紙）
※ 写真を貼付する場合は、はがれないようにしっかり貼付けてください。
※ ページ中央下にページ数を書いてください。（例：1/4）

課題及び注意事項（桐生大学短期大学部）

【地域貢献型】

【特定分野卓越型】

地域貢献活動に参加する重要性について述べなさい。また、今まで実施した地域貢献活動について、あるいは今後取り
組みたい地域貢献活動について、文章や図、写真などを交えて自由にまとめなさい。（枚数は自由）

特定の分野に関する活動実績について述べなさい。また、特定の分野での能力を活かした取り組みや今後の目標につい
て、文章や図、写真などを交えて自由にまとめなさい。（枚数は自由）

８



お問い合わせ

桐生大学・桐生大学短期大学部　入試広報係
〒379-2392   群馬県みどり市笠懸町阿左美606-7

TEL. 0277-48-9107（直通）
TEL. 0277-76-2400（代）   FAX. 0277-76-9454
E-mail. nyushi@kiryu-u.ac.jp

右記ＱＲコードから
本学ホームページに
アクセスできます。

https://www.kiryu-u.ac.jp/


